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はじめに 

私は現在まで１２年間テニスを続けてきた。私とテ

ニスの出会いは近所のおばさんに無理矢理テニスコ

ートに連れて行かれたのが始まりだった。テニスは自

分の力で考え行動しなくてはならない。精神的にもと

てもタフなスポーツであり、どんどんその魅力にのめり

込んでいった。そして私はもっとテニスのことを知りた

いという気持ちが強く、このテニスの歴史を調べると

いうことにした。 

 

Ⅰ テニスの概史 

テニスが今のような形で存在しているのが確認され

るのは、１３世紀のフランスである。その頃の呼び名は

テニスではなくて「ジュー・ド・ポーム」といった。昔の

テニスはスポーツといっても、最初は上流階級の遊

びということで、大衆の手に届くまではかなり長い時

間を要した。１９３０年代になっても、若い男性たちは

町でラケットを手にしている姿を見られるのを恥ずか

しいと感じていた。この古典的な観念によって、テニ

スの女性的イメージはかなり長い間続くことになった。

一見テニスはとても上品なスポーツにも見えるが決し

て軟弱なスポーツではなく、それどころか、スピード、

スタミナ、そして基本的な運動能力を持つことが第一

義的に要求されるスポーツである。そしてプロ選手に

よって「プロ・セット」と言われる独自の簡略化された

採点法が採用され本格的なスポーツに進化していく

ことになる。 

 

Ⅱ テニス史に残る偉大なプレーヤー 

テニスが国際的な地位を確立し、世界各国へ広が

っていくと同時に、技術のレベルが急速に向上してき

た。１９２０年代になると、二人のスパースター、スザン

ヌ・ランランとウィリアム・チルデンが登場する。ランラ

ンは１４歳で世界ハードコート選手権で優勝し、１９１

９年から１９２５年にかけては無敗を記録することにな

る。そしてもう一人が、ウィリアム・チルデンである。チ

ルデンは全米で６連覇し、全英も３度優勝した。すべ

ての時代を通じた最強のプレーヤーで、オールラウ

ンドな近代テニスを初めて体験したとされている。ここ

ではこの２人のスパースターとジミー・コナーズ、ビョ

ルン・ボルグという２人の名プレーヤーについて述べ

ることにする。 

Ⅲ 国対抗戦 

国対抗試合として世界的なスポーツの行事となっ

ているのがデビスカップとフェドカップである。デビス

カップは１人の少年の夢としてスタートしたが、世界的

なスポーツの行事となり、あらゆる人種、様々な政治

イデオロギーをこえながら、国際親善の場を提供し続

けてきた。フェドカップは、俗に「デ杯の女子版」と言

われ、国際テニス連盟が主催する女子の国及び地域

別対抗戦である。フェドカップの前身、フェデレーショ

ンカップが創設されたのが１９６３年。このイベント構

想を最初に提唱したのは、ヘイゼル・ホチキス・ワイト

マンという米国の女子チャンピオンで、１９１９年のこと

だった。 

 

Ⅳ グランドスラム ４大大会 

グランドスラム４大大会とはウィンブルドン、全仏選

手権、全米選手権、全豪選手権を指していう。中でも

ウィンブルドンは最も古い歴史を持ち、唯一の芝のコ

ートで行われ、１２０年以上の伝統と格式を持ち、「白

いウェア」が義務つけられている。全仏選手権は最も

お洒落な雰囲気が漂う大会で、ボールボーイやアン

パイヤの服装、観客の装いまでフランスならではのエ

スプリがいたるところにきいている。ここではこれら４大

大会の生い立ちについて触れ、１年間で４大大会す

べてに優勝したグランドスラム達成選手について紹

介して行く。 

 

Ⅴ 日本のテニス史 

今まで世界のテニス会について述べてきたが、ここ

ではテニスというスポーツが日本に上陸し発展してき

た歴史について述べることにする。また日本のテニス

界に大きな影響を及ぼした日本人選手や全日本選

手権大会の歴史についても触れることにする。 

 

おわりに 

私はテニスだけに限らず私自身では歴史を変える

も残すことも出来ないと思っていました。しかし歴史を

動かすのは私たちテニス選手、またテニスを愛するテ

ニスファンの熱い気持ちだということに気付きました。

私もテニスにかかわっている以上、熱い気持ちで情

熱を燃やしていきたいと改めて感じた。

 
 


